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すごろく〜傍聴へ行こう〜

スタートへ戻る

スタート

ゴール

間違えて別館に
行ってしまった

３マス戻る

手指消毒
するのを忘れた

２マス進む

議場のある
三階まで
階段で行った

市役所本館玄関

３マス進む

Ａ

やってみると簡単
だね。次は実際に
傍聴してみよう！
中学生以上なら
傍聴できるよ。

ストップ!!必ず止まる

Ａに戻る

１マス進む

１マス進む

ルールを守って傍聴を！

帽子を
お取りください

携帯の
音を鳴らさない

飲食は
できません

発言は
控えてお静かに

傍聴席入口前の傍聴受付
で受付票に氏名、住所な
ど記入し、傍聴受付箱へ

議場の説明は
議会だより68号
を見てね。

議会事務局で
傍聴席入口を尋ねた

注意事項を確認
して入室する

傍聴席入口
（車いすの方は
別の入り口へ）

注意事項を守れず、注意された

エレベーターもあるよ

議会の傍聴の仕方を一緒に学ぼう！
サイコロを振って、三階の傍聴席をめざしてね。

福津市議会
だよりぎ か い



歳入総額
304億
3,679万円

歳出総額
295億
8,386万円

　
令
和
３
年
度
は
、
近
年
の
人

口
増
加
に
よ
る
税
収
増
や
ふ
る

さ
と
納
税
の
増
加
な
ど
に
よ
り

自
主
財
源
を
増
や
し
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
を
上
回
る
義
務

的
経
費
、
特
に
扶
助
費
の
増
加

に
拍
車
が
か
か
っ
た
結
果
と
な

り
、
決
し
て
楽
観
で
き
る
状
態

で
は
な
い
。

　
加
え
て
、
児
童
・
生
徒
数
の

増
加
に
よ
る
学
校
建
設
問
題
や
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
更

新
コ
ス
ト
の
増
大
、
終
息
が
見

え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
等
、
現
時
点
の

決
算
に
お
い
て
は
表
面
化
し
て

い
な
い
今
後
の
市
政
運
営
に
お

け
る
リ
ス
ク
は
非
常
に
大
き
く
、

今
後
も
慎
重
な
か
じ
取
り
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

　
先
行
き
の
見
え
に
く
い
困
難

な
状
況
で
は
あ
る
が
、   

不
断
の

努
力
と
知
恵
を
結
集
し
な
が
ら
、

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

（
監
査
委
員
意
見
書
抜
粋
）

　令和３年度の決算は、９月12日・14日・15日の３日間、決算審査特別委員会で審査し、21日の本会議
で全ての決算を認定しました。全会計の総額は歳入合計469億289万円、歳出合計462億6,420万円です。

校舎の老朽化と生徒数の増加に対応し、新校舎
の建設工事を行った。令和６年度には教室不足
になる見込みであり、対応が急務である。

・子育て世帯臨時特別給付金支給事業 12億7,630万円
・住民税非課税世帯等臨時特別給付金支給事業（事業費） 5億250万円
・新型コロナウイルスワクチン接種事業 3億9,203万円

　令和３年度は、新型コロナ感染症対策関連主要事業として、対策に係る決算額は27億9,788万円でし
た。そのうち、国・県支出金27億3,740万円（うち、新型コロナ感染症対応地方創生臨時交付金４億
5,017万円）を活用し、自主財源（一般財源）は6,048万円でした。
　「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」（令和２年４月７日閣議決定）に掲げられた４つの柱の区
分を基にコロナ対策として市独自で取り組んだ事業について紹介します。

一般会計は歳入304億3,679万円、歳出295億8,386万円です。前年度よりも、歳入は18億1,032万
円（5.６%）減、歳出は前年度より19億3,674万円（６.1％）減となり、歳入・歳出ともに減少しました。

監
査
委
員
の
意
見

23億6,230万円
福間中学校整備改修事業

・新型コロナウイルス対策事業 533万円
・市民活動団体支援補助事業 124万円
・確定申告新型コロナ対策 26万円
・公設分別ステーション運営事業 47万円

新たな路線で運行を開始し、キャッシュレス決
済を導入。コロナ禍と路線変更で利用者は約５
万３千人（前年度より約１万３千人減）となった。

5,251万円
コミュニティバス運行委託事業

令和３年度 決算 をチェック

令和３年度一般会計

一般会計歳入 一般会計歳出（性質別）

市税
68億7,516万円
市民税・固定資産税・
軽自動車税など

その他
22億584万円
使用料および手数料、
ふるさとづくり寄附金など

地方交付税
59億7,922万円
国税の一部が国から配分されたもの

物件費
37億205万円

業務委託や光熱水費、物品購入など

扶助費
92億7,302万円

医療費の援助や生活保護、
育児事業など

人件費
30億4,179万円
市の職員の給料など

公債費
19億8,319万円
借入金の返済

その他
47億2,877万円

積立金や負担金、補助金など

繰出金
23億5,686万円
特別会計・
企業会計の支援

事業費
44億9,818万円

繰入金
8億6,913万円
財政調整基金など
からの繰入金

国・県支出金
108億3,089万円
国、県からの
補助金など

市債
18億2,044万円
市が借りたお金

その他
18億5,611万円

地方譲与税、
地方消費税交付金など

依存財源
67.3％

その他の経費
51.7％自主財源

32.7％
義務的
経費
48.3％

国の政策で取り組んだ主要事業

新型コロナ感染症対策の主な事業をチェック

① 感染拡大の防止
・福津エール飯応援事業 870万円
・中小企業者支援事業 106万円
・移動販売支援事業 18万円
・水産振興補助事業 1,075万円

② 雇用の維持と事業の継続

・キャッシュレス消費喚起事業 2,627万円
・地域資源活用促進事業 989万円
・商工会補助事業 219万円
・新たな魅力開発発信事業 550万円

③ 経済活動の回復
・小学校ICT学習環境整備事業 2,257万円
・中学校ICT学習環境整備事業 2,532万円
・施設予約システム更新事業 489万円
・電子図書館導入事業 3,045万円

④ 強靭な経済構造の構築

中央公民館に設置された臨時分別ステーション 津屋崎千軒かきの特売会

官民連携で開発した福津土産 チーズサンド福津ハニー 令和４年２月にオープンした電子図書館

特
集　

令
和
３
年
度
決
算
を
チ
ェ
ッ
ク
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改修工事予定の庁舎本館中庭

キャッシュレス決済機能が
導入される農水産物直売所

舗装工事予定のふくとぴあ駐車場

９
月
定
例
会　

一
般
会
計
補
正
予
算

感
染
症
対
策
事
業
費

　

秋
以
降
の
実
施
が
想
定
さ
れ
る
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

要
す
る
費
用　

１
億
５
８
１
４
万
円

庁
舎
改
修
事
業
費

 

・
庁
舎
本
館
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
の
密

集
を
解
消
す
る
た
め
の
中
庭
改
修

工
事
費
（
６
８
１
９
万
円
）

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
庁
舎
本
館
の
す
べ
て
の

ト
イ
レ
を
洋
式
化
す
る
費
用
（
１

１
１
４
万
円
）

計
７
９
３
３
万
円

ふ
く
と
ぴ
あ
管
理
運
営
費
 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
ト
イ
レ
を
洋
式
化
す

る
費
用
（
１
４
６
２
万
円
）

 

・
コ
ロ
ナ
専
用
避
難
所
開
設
施
設
と

し
て
館
内
に
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン

を
設
置
す
る
費
用
（
１
０
１
７
万

円
）

 

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
コ
ロ
ナ
対
応
用

駐
車
場
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の

駐
車
場
の
舗
装
工
事
費
（
８
３
７

万
円
）

　

計
３
３
１
６
万
円

保
育
所
等
給
食
支
援
事
業
費

　

給
食
材
料
費
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
私
立
保
育
所
に
対
し
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
や
量
を
保
っ
た
給
食
の
実

施
や
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
目
的
と

し
た
高
騰
分
に
つ
い
て
の
補
助
金

１
３
１
６
万
円

農
産
物
直
販
施
設
管
理
運
営
費

　

農
産
物
直
販
施
設
ふ
れ
あ
い
広
場

福
間
を
運
営
し
て
い
る
事
業
者
に
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
機
能
の
導
入

に
要
す
る
費
用
を
補
助１

１
７
９
万
円

農
林
漁
業
体
験
実
習
館
管
理
運
営
費

　

産
地
形
成
促
進
施
設
あ
ん
ず
の
里

市
を
運
営
し
て
い
る
業
者
に
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
機
能
の
導
入
に
要

す
る
費
用
を
補
助　
　

９
２
５
万
円

魚
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

　

水
産
物
直
販
施
設
魚
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
行
っ
て
い
る
業
者
に
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
機
能
の
導
入
に
要

す
る
費
用
を
補
助　
　

２
５
９
万
円

商
工
振
興
一
般
管
理
費

 

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
推
進
お
よ
び

消
費
喚
起
の
両
面
か
ら
、
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
を
利
用
し
た
際
に
利
用
額

の
20
％
を
還
元
す
る
消
費
喚
起
事

業
費
（
６
９
６
３
万
円
）

 

・
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
運
送
業
者
等
の
事
業
維
持
・

改
善
を
図
る
た
め
、
市
内
の
中
小

事
業
者
に
車
両
１
台
に
つ
き
２
万

円
を
支
給
（
５
５
０
万
円
）

計
７
５
１
３
万
円

農
業
振
興
一
般
管
理
費

　

原
油
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
認
定
農
業
者
等
を
支
援
す
る
た

め
、
軽
油
、
重
油
お
よ
び
灯
油
の
購

入
費
の
一
部
を
補
助　

３
５
０
万
円

清
掃
総
務
一
般
管
理
費

　

原
油
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
清
掃
業
者
等
に
、
ガ
ソ
リ
ン
、

軽
油
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助

１
２
０
万
円

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　
10
億
７
２
４
０
万
円
を
追
加
し

総
額
２
９
３
億
６
５
８
０
万
円
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漁船燃料の軽油購入費の一部を補助

水
産
振
興
一
般
管
理
費

　

原
油
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
漁
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
軽

油
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助１

０
０
万
円

 

図
書
館
管
理
運
営
費

　

市
立
図
書
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
更

新
工
事
費　
　
　
　

２
４
５
０
万
円

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
費

　

11
月
に
開
催
予
定
の
第
35
期
竜
王

戦
７
番
勝
負
第
５
戦
に
際
し
、
新
聞

折
り
込
み
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
の

宣
伝
広
告
費　
　
　
　

３
３
０
万
円

９
月
定
例
会　

一
般
会
計
補
正
予
算
・
９
月
定
例
会
の
経
過

新型コロナ感染症対策として市独自の対策などを含む一般会計補正
予算などを可決。令和３年度一般会計決算などを認定。

９月定例会の経過 【会期８月30日～９月21日】

８月30日
●本会

第１日
●会期を９月21日までと決定
●市長から13議案の提案説明
●一般会計補正予算などの５議案を予算審査特別委員会に付託
●令和３年度一般会計決算などの６議案を決算審査特別委員会に付託
●条例の改正などの2議案を各常任委員会に付託

９月７日
〇総務文教委員会
〇予算審査特別委員会
●本会

第５日
〇付託議案を総務文教委員会で審査（➡P6）
〇一般会計、国民健康保険事業・後期高齢者医療事業・介護保険事業特別会計、公共
下水道事業会計の補正予算案を予算審査特別委員会で審査

　（➡P4）
●補正予算案の審査報告、審議

９月８日
〇市民福祉委員会

第６日
〇付託議案を市民福祉委員会で審査（➡P6）

９月12日、14日、15日
〇決算審査特別委員会

第７日～９日
〇令和３年度一般会計、国民健康保険事業・後期
高齢者医療事業・介護保険事業・住宅新築資
金等貸付事業特別会計、公共下水道事業会計
の決算を決算審査特別委員会で審査（➡P2）

９月21日
●本会

第10日
●令和３年度決算の審査報告、審議
●各常任委員会の付託議案の審査報告、審議
●意見書を審議（➡P6）

➡議案の賛否表P6

８月31日～９月２日
●本会

第２日～４日
●議員10人による一般質問（➡P9～P13）

台風11号の影響のため、９月５日に議会運営委員会を開催し、会期日程を変更
予算審査特別委員会　９月６日→９月７日

令和４年
９月定例会

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①福間中学校の
　整備改修事業費は？ 
②９月定例会で一般質問
　をした議員数は？ 
③駐車場の舗装工事を
　行うのはどこ？
④2019年の福津市議会
　議員選挙の投票率は？  

ヒントは、ページをめくって私を探してね。
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常
任
委
員
会
審
査
報
告
・
意
見
書
・
賛
否
表

市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
を
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
育
児
休
業

制
度
等
の
見
直
し
を
行
い
、
令
和
４

年
10
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
本
市

に
お
い
て
も
、
国
に
準
拠
し
条
例
を

改
正
す
る
。

主
な
質
疑

　
　
対
象
の
非
常
勤
職
員
の
数
は
。

　
　

令
和
４
年
９
月
１
日
現
在
で
１

８
３
人
で
あ
る
。

　
　

対
象
者
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

　
　

人
事
担
当
部
局
か
ら
各
所
属
長

に
説
明
の
上
、
非
常
勤
職
員
の
所
属

部
署
の
中
で
積
極
的
に
声
掛
け
を
行

う
。
部
署
ご
と
に
育
児
休
業
が
取
り

や
す
い
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

（
総
務
文
教
委
員
会
審
査
報
告
）

市
税
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

関
連
す
る
市
税
条
例
等
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
審
査
報
告
）

意
見
書

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

提
出
者　

石
田
ま
な
み

賛
成
者　

下
山　

昭
博

中
村　

清
隆

福
井　

崇
郎

髙
山　

賢
二

戸
田　

進
一

尾
島　

武
弘

森
上　

晋
平

田
中　

純
子

全
員
賛
成
で
可
決

　
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る

意
見
書

提
出
者　

戸
田　

進
一

賛
成
者　

田
中　

純
子

石
田
ま
な
み

賛
成
多
数
で
可
決

主
な
反
対
討
論

　

同
条
約
が
効
力
を
得
る
に
は
核
保

有
国
の
批
准
が
不
可
欠
だ
が
、
短
期

間
で
は
難
し
い
。
日
本
が
橋
渡
し
役

を
担
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
の
補
完
関
係
を

強
化
し
、
広
島
の
国
際
会
議
で
核
廃

絶
を
訴
え
、
粘
り
強
い
対
話
が
必
要
。

賛  否  表

下記議案については全員賛成で認定・可決
議案第37号 令和４年度福津市一般会計補正予算（第３号）について
議案第38号 令和４年度福津市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について
議案第39号 令和４年度福津市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）について
議案第40号 令和４年度福津市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について
議案第41号 令和４年度福津市公共下水道事業会計補正予算（第１号）について
認定第 １号 令和３年度福津市一般会計決算の認定について
認定第 ４号 令和３年度福津市介護保険事業特別会計決算の認定について
認定第 ５号 令和３年度福津市住宅新築資金等貸付事業特別会計決算の認定について
認定第 ６号 令和３年度福津市公共下水道事業会計決算の認定について
議案第42号 福津市職員の育児休業等に関する条例を改正することについて
議案第43号 福津市税条例を改正することについて
発議第 ５号 教育予算の拡充を求める意見書

結　
果

議員名

議案名

福
井　
崇
郎

森
上　
晋
平

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

八
尋　
浩
二

田
中　
純
子

中
村　
晶
代

尾
島　
武
弘

下
山　
昭
博

髙
山　
賢
二

中
村　
清
隆

蒲
生　
　
守

横
山　
良
雄

戸
田　
進
一

榎
本　
　
博

椛
村　
公
彦

米
山　
　
信

江
上　
隆
行

認
定

認定第２号
令和３年度福津市国民健康保険事業特別会計決算の
認定について

○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
※
議
長
は
表
決
に

　
参
加
し
ま
せ
ん

認
定

認定第３号
令和３年度福津市後期高齢者医療事業特別会計決算の
認定について

○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

可
決

発議第６号
日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書 ○ ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ○

○は賛成　●は反対　－は欠席
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所
管
事
務
調
査

⑴
防
災
に
つ
い
て

市
は
、
西
山
断
層
に
よ
る
地
震
規

模
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.3
、
最
大
震

度
６
強
と
想
定
し
防
災
訓
練
を
行
っ

て
き
た
。
こ
の
２
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
中

心
に
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
度
は
従

来
の
各
地
域
の
任
意
訓
練
ま
で
を
含

め
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
域
防
災
向
上
の
た
め

各
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
に
地
域
防

災
推
進
員
を
配
置
す
る
方
針
で
あ
り
、

令
和
２
年
に
35
人
を
任
命
し
た
。
地

域
防
災
推
進
員
は
、
講
習
会
で
最
新

の
知
識
習
得
に
努
め
、
各
郷
づ
く
り

地
域
や
自
治
会
で
の
防
災
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
担
う
。

⑵
消
防
団
に
つ
い
て

消
防
団
組
織
の
変
更
協
議
が
分
団

長
会
議
等
で
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の

中
で
現
在
の
団
長
１
人
、
副
団
長
２

人
の
計
３
人
体
制
か
ら
、
副
団
長
を

１
人
増
の
４
人
体
制
に
し
た
い
旨
の

提
案
が
あ
っ
た
。
条
例
に
よ
り
団
員

の
定
数
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
条

例
改
正
が
必
要
と
な
る
が
、
市
の
方

針
は
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
。

消
防
団
活
動
費
は
、
国
の
通
知
を

踏
ま
え
、
令
和
４
年
度
か
ら
年
額
報

酬
や
出
動
手
当
等
を
団
員
の
個
人
口

座
に
直
接
支
払
っ
て
い
る
。

消
防
団
員
数
は
、
条
例
定
数
３
６

１
人
だ
が
、
現
在
任
用
し
て
い
る
団

員
数
は
２
７
９
人
と
定
員
数
を
割
り

込
ん
で
い
る
。
市
や
各
分
団
に
お
い

て
も
、
団
員
数
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
常
時
行
っ
て
い
る
が
、
な
り

手
不
足
が
続
い
て
い
る
。

　

郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
等
で
行
わ
れ
て
い
る
防
災
訓
練
や
、
消
防
団
活
動
お
よ
び

災
害
時
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
調
査
し
た
。

⑴
防
災
に
つ
い
て

⑵
消
防
団
に
つ
い
て　

⑶
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

⑶
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

市
は
、
地
域
支
え
あ
い
制
度
と
連

動
し
て
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
と

個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
、
日
ご
ろ

か
ら
地
域
社
会
の
中
で
支
援
を
受
け

ら
れ
る
制
度
を
整
備
し
て
い
る
。

要
支
援
者
名
簿
は
、
支
援
団
体
で

あ
る
各
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
や
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
宗
像
地
区
消
防
本
部
、
宗

像
警
察
署
に
貸
与
し
て
お
り
、
日
ご

ろ
の
見
守
り
等
に
活
用
し
て
い
る
。

課
題
と
し
て
、
現
在
の
名
簿
対
象

者
２
０
９
１
人
の
う
ち
、
外
部
提
供

に
同
意
し
た
方
は
全
体
の
54
％
に
留

ま
っ
て
い
る
。
災
害
対
策
基
本
法
で

は
、
災
害
時
は
必
要
な
す
べ
て
の
情

報
を
本
人
の
同
意
な
し
で
貸
与
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

委
員
会
の
意
見

近
年
洪
水
の
被
害
が
日
本
各
地
で

発
生
し
て
い
る
の
で
、
洪
水
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
も
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
訓
練
の
中
で
目
印
と
し
て

玄
関
に
タ
オ
ル
を
取
り
付
け
る
よ
う

指
示
が
あ
っ
た
が
、
過
去
に
窃
盗
被

害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
対
策
を

明
示
し
て
訓
練
を
お
願
い
し
た
い
。

消
防
団
の
副
団
長
増
員
要
請
に
対

し
て
、
市
は
早
急
な
判
断
が
必
要
と

考
え
る
。
新
規
団
員
確
保
は
、
個
々

に
お
願
い
に
行
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
団
員
数
の
確
保
は
急
が
れ
る
が
、

定
員
に
達
し
て
い
な
い
人
件
費
を
、

消
防
器
具
整
備
費
に
充
て
る
べ
き
と

考
え
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者
が
個
人
情
報

の
開
示
に
難
色
を
示
す
場
合
は
、
相

手
の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
粘
り
強

く
案
内
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
自
助
、

共
助
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
な
、
市

民
に
寄
り
添
っ
た
行
政
運
営
を
お
願

い
し
た
い
。

防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査

台風 14号時の避難所の様子（宮司コミュニティセンター）
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QRコードから録画配信にアクセスできます 一般質問ここが
聞きたい

⑴
維
持
管
理
に
か
か
る
現
状
と
方
針

に
つ
い
て

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
大
規
模
公

園
の
指
定
管
理
者
が
ダ
ム
区
域
お
よ

び
外
周
市
道
に
つ
い
て
、
日
常
点
検

や
危
険
物
の
除
去
な
ど
を
行
い
、
事

故
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

維
持
管
理
の
頻
度
は
、
令
和
３
年

度
に
比
べ
て
は
る
か
に
上
回
っ
た
こ

と
で
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
緊
急
時
に

迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
。

貯
水
量
は
、
令
和
３
年
度
の
最
低

値
は
５
月
に
91
・
３
％
を
記
録
し
て

い
る
。
取
水
を
停
止
し
た
現
在
は
雨

水
の
流
入
の
み
で
あ
る
が
、
貯
水
量

は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
。

⑵
ダ
ム
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
末
に
宗
像
地
区
事
務

組
合
よ
り
本
市
に
返
還
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
令
和
元
年
に
久
末
ダ
ム
施
設

保
全
工
事
調
査
設
計
業
務
（
２
０
８

４
万
円
）
に
て
、
施
設
の
脆
弱
化
し

た
箇
所
の
特
定
お
よ
び
補
修
工
法
を

選
定
し
た
。

調
査
の
結
果
、
施
設
の
耐
震
設
計

で
は
、
三
面
水
路
の
一
部
区
間
に
お

　

久
末
ダ
ム
は
、
水
道
施
設
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、
令
和
２
年
度
末
に
宗
像
地
区

事
務
組
合
か
ら
本
市
に
返
還
さ
れ
た
。
現
在
は
、
大
規
模
公
園
指
定
管
理
区
域
に
ダ

ム
湖
面
の
維
持
管
理
等
を
含
め
て
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

次
の
こ
と
を
調
査
し
た
。

⑴
維
持
管
理
に
か
か
る
現
状
と
方
針
に
つ
い
て　

⑵
ダ
ム
改
修
工
事
に
つ
い
て

⑶
将
来
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

い
て
応
力
不
足
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
そ
の
た
め
、
鋼
製
支
保
工
を

用
い
て
補
強
す
る
こ
と
と
し
、
令
和

２
年
度
に
保
全
工
事
（
４
１
９
９
万

円
）
で
、
余
水
路
、
放
流
水
路
、
取

水
塔
な
ど
６
カ
所
を
改
修
し
た
。

今
後
、
専
門
的
見
地
に
よ
る
定
期

点
検
の
検
討
、
湖
底
堆
積
物
の
把
握

お
よ
び
処
理
方
法
の
検
討
等
の
課
題

が
あ
る
。

⑶
将
来
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

現
在
、
指
定
管
理
者
は
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
教
室
の
開
催
、
周
辺
の
学
校

や
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
な
ど
と
交

流
事
業
、
ダ
ム
湖
面
に
桜
が
映
る
風

景
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
、
イ
ベ
ン

ト
と
連
動
し
た
移
動
販
売
業
者
の
出

店
な
ど
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
。

ダ
ム
湖
面
に
関
し
て
は
、
大
濠
公

園
管
理
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

研
究
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
湖
面

活
用
導
入
可
能
性
調
査
の
中
で
市
場

調
査
・
類
似
施
設
の
視
察
な
ど
を
実

施
す
る
。
今
後
は
、
市
と
指
定
管
理

者
の
共
働
に
よ
り
事
業
展
開
を
進
め
、

市
民
の
交
流
や
憩
い
の
場
と
し
て
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

委
員
会
の
意
見

水
源
の
用
途
に
つ
い
て
、
第
２
次

福
津
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
「
多
目
的
な
水
源
と
し
て
維
持

保
全
に
努
め
る
」
に
変
更
す
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
が
、
具
体
的
な
利
用

法
は
明
確
で
は
な
い
。
補
修
工
事
の

材
料
や
工
法
は
、
十
分
に
納
得
の
い

く
説
明
と
と
も
に
最
も
安
全
な
方
法

で
工
事
の
実
施
を
望
む
。

ま
た
、
湖
底
堆
積
物
の
状
態
把
握

お
よ
び
対
処
方
法
の
検
討
を
急
ぎ
、

湖
面
を
活
用
し
た
事
業
の
早
急
な
実

現
を
希
望
す
る
。
利
用
す
る
市
民
が

満
足
で
き
る
施
設
運
営
を
す
る
た
め

に
、
市
と
指
定
管
理
者
が
さ
ら
に
連

携
を
深
め
た
体
制
づ
く
り
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
。

久
末
ダ
ム
の
現
状
と
活
用
に
つ
い
て
調
査

補強工事された余水路

湖面活用の早期実現を（久末ダム）

所
管
事
務
調
査
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上
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
以
前

の
答
弁
で
「
給
水
区
域
の
見
直
し
は
宗

像
地
区
事
務
組
合
と
調
整
す
る
」
と
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　

人
口
減
少
地
域
へ
の
対
応
と
し
て
必

要
な
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
上
水
道
の

課
題
・
要
望
を
踏
ま
え
調
査
等
を
行
う
。

　

未
舗
装
の
市
道
は
地
域
で
も
管
理
し

て
い
る
。
自
治
会
か
ら
草
刈
り
等
の
要

望
が
出
た
ら
、
適
宜
対
応
す
る
の
か
。

　

現
在
も
多
く
の
自
治
会
か
ら
要
望
が

あ
る
。
き
ち
ん
と
対
応
し
て
い
く
。

　

南
小
学
校
の
児
童
生
徒
数
が
、
１
０

０
０
人
以
下
に
な
る
の
は
い
つ
か
。

　
令
和
22
年
度
と
み
て
い
る
。

　

児
童
・
生
徒
の
過
密
化
を
15
年
も
引

き
ず
る
こ
と
は
よ
く
な
い
。
四
角
に
新

設
中
学
校
を
建
て
た
と
し
て
も
、
福
間

東
中
学
校
も
教
育
環
境
整
備
が
必
要
で

あ
る
。
南
小
学
校
の
過
密
緩
和
の
た
め

に
福
間
東
小
学
校
（
仮
称
）
を
新
設
し
、

そ
の
児
童
が
東
中
に
通
え
ば
東
中
の
生

徒
も
増
え
、
市
内
中
学
校
の
平
準
化
が

図
れ
る
。
児
童
・
生
徒
に
均
等
化
し
た

税
金
の
使
途
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

地
域
拠
点
整
備
に
つ
い
て

　

カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
、
津
屋
崎
公
民

館
、
魚
正
跡
地
や
津
屋
崎
千
軒
を
含
め

た
地
域
拠
点
整
備
の
全
体
計
画
は
。

　

津
屋
崎
地
区
の
整
備
方
針
は
、
生
活

拠
点
、
交
通
拠
点
の
ほ
か
観
光
交
流
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
で
地
域
活
力
の
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。
民
間
・
地
域
事

業
者
や
住
民
と
調
整
し
、
取
り
組
む
。

中
学
校
の
運
動
部
活
動
に
つ
い
て

　

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
は
、
生
徒

が
主
役
で
あ
る
。
教
育
長
の
考
え
は
。

　

主
役
で
あ
る
生
徒
が
力
を
つ
け
て
い

く
た
め
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
る
。

　

現
状
と
し
て
は
、
宮
司
に
小
学
校
を

１
校
、
四
角
に
中
学
校
を
１
校
と
い
う

形
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
営
納
骨
堂
建
替
え
の
周
知
に
つ
い
て

　

建
替
計
画
の
遅
延
は
、
予
算
と
工
期

の
拡
大
に
繋
が
ら
な
い
か
。
ま
た
、
小

学
校
や
保
育
所
の
通
学
、
送
迎
も
不
安

と
の
意
見
が
あ
る
。
住
民
へ
の
周
知
は
。

　

改
葬
許
可
申
請
書
の
提
出
勧
奨
を
最

重
点
と
し
、
解
体
、
新
築
工
事
に
向
け

丁
寧
な
説
明
と
周
知
で
安
全
を
図
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
防
犯
に
つ
い
て

・
防
災
に
つ
い
て

津屋崎公民館解体後の跡地利用は

市営納骨堂の建替えは安全周知を

上
水
道
や
市
道
の
住

環
境
の
整
備
は

新
設
中
学
校
案
を
小

学
校
に
変
更
し
て
は

ど
の
よ
う
な
環
境
整
備
が

必
要
か
調
査
等
を
す
る

南
小
は
増
築
や
公
園
活
用

で
過
密
緩
和
を
図
り
た
い

答
弁

答
弁

質
問

質
問

髙山　賢二

横山　良雄
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現
在
の
津
屋
崎
中
学
校
の
生
徒
数
と
、

令
和
９
年
度
開
校
予
定
の
新
設
校
開
校

後
の
生
徒
数
は
。

　

令
和
４
年
５
月
時
点
で
の
津
屋
崎
中

学
校
の
生
徒
数
は
、
４
４
７
人
で
あ
る
。

新
設
校
開
校
後
の
生
徒
数
は
、
宮
司
に

建
設
予
定
の
新
設
小
学
校
か
ら
津
屋
崎

中
学
校
に
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
１

０
０
０
人
程
度
と
な
る
。

　

津
屋
崎
中
学
校
の
生
徒
数
が
、
新
設

校
開
校
後
に
２
倍
の
約
１
０
０
０
人
と

な
る
。
今
ま
で
教
育
委
員
会
が
進
め
て

き
た
過
大
規
模
校
解
消
の
政
策
と
矛
盾

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
教
育
委
員

会
の
見
解
を
伺
う
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
以
前
か
ら

１
０
０
０
人
規
模
の
中
学
校
は
進
路
等

の
問
題
で
厳
し
い
と
考
え
て
き
た
。
し

か
し
、
新
設
校
計
画
を
立
て
て
い
く
中

で
様
々
な
側
面
を
検
討
し
た
結
果
、
過

大
な
中
学
校
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

本
当
に
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

宮
司
地
区
に
小
中
一
貫
校
を
建
設
し

た
場
合
と
、
現
在
計
画
中
の
新
設
の
小

学
校
と
中
学
校
１
校
ず
つ
を
建
設
し
た

事
業
費
は
、
ど
ち
ら
が
低
い
の
か
。

　
事
業
費
は
小
中
一
貫
校
の
方
が
低
い
。

津
屋
崎
中
の
新
設
校

開
校
後
の
生
徒
数
は

新
設
校
開
校
後
の
生
徒
数
は

約
１
０
０
０
人
と
な
る

答
弁

質
問

秦　浩

　

日
常
生
活
用
具
で
、
人
工
内
耳
体
外

器
の
補
助
廃
止
は
あ
り
得
な
い
の
で
は
。

　

一
旦
廃
止
に
し
た
が
、
見
直
し
の
検

討
に
入
る
予
定
で
あ
る
。

　

が
ん
治
療
に
伴
う
、
外
見
等
に
対
す

る
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
推
進
事
業
に
取

り
組
む
考
え
は
。

　

心
理
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う

意
味
で
も
、
新
し
い
県
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
取
り
入
れ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

体
育
館
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

　

エ
ア
コ
ン
設
置
に
活
用
で
き
る
補
助

金
は
な
い
の
か
。

　

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
で
、
学

校
の
体
育
施
設
、
社
会
体
育
教
育
施
設

に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
要
件
と

し
て
断
熱
性
確
保
が
あ
り
、
別
途
そ
の

工
事
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
補
助
金

で
は
な
い
が
、
避
難
所
と
し
て
、
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
が
あ
る
。

　

宗
像
市
立
小
中
学
校
の
全
体
育
館
は

避
難
所
と
し
て
、
令
和
７
年
度
ま
で
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
が
、
本
市
は
。

　
調
査
研
究
し
、
実
現
を
推
進
し
た
い
。

障
が
い
福
祉
等
に
つ

い
て
の
考
え
は

制
度
を
勉
強
し
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い

答
弁

質
問

障がい福祉の充実とがん治療対応の
アピアランス推進事業の実現を　　

医療向けウイッグ医療向けウイッグ 人工内耳人工内耳

バッテリーユニットバッテリーユニット

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト

（
音
性
信
号
処
理
装
置
）

（
音
性
信
号
処
理
装
置
）

送信コイル送信コイル

中村　清隆

令和９年度以降過大規模校が
想定される津屋崎中学校　　
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広
報
９
月
号
で
夕
陽
館
の
市
民
意
見

公
募
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

　

５
月
の
説
明
会
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
か
ら
も
、
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

意
見
を
伺
う
た
め
に
実
施
し
た
。

　

観
光
を
進
め
る
上
で
、
地
元
に
あ
る

九
大
水
産
実
験
所
や
水
産
高
校
と
の
連

携
の
取
り
組
み
は
お
こ
な
っ
た
の
か
。

　

お
こ
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
、

水
産
高
校
と
は
連
携
し
た
い
。

　

来
年
４
月
、
別
府
市
の
立
命
館
ア
ジ

ア
太
平
洋
大
学
に
観
光
学
部
の
新
設
が

発
表
さ
れ
た
。
こ
の
学
部
は
、
地
域
づ

く
り
や
社
会
起
業
、
環
境
学
、
観
光
学

な
ど
の
科
目
を
学
び
、
現
場
で
の
実
践
、

調
査
・
分
析
を
経
て
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
就
職
先
は
、
地
域
開
発
の
プ

ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
国
際
公
的

機
関
、
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。
本
市
に
必
要
な
こ

と
は
学
校
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
取
り

組
む
こ
と
で
は
な
い
か
。

　

大
学
が
参
画
し
て
く
れ
る
と
あ
り
が

た
い
。
今
後
、
時
代
に
あ
っ
た
企
業
誘

致
な
ど
、
市
と
し
て
観
光
施
策
に
ど
う

取
り
組
む
か
協
議
を
し
て
い
る
。

九大水産実験所や水産高校との連携は

夕
陽
館
の
民
間
移
譲

の
進
捗
状
況
は

民
間
事
業
者
へ
利
活
用
の

調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る

答
弁

質
問

榎本　博

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
ま
だ
収
束

の
見
通
し
が
立
た
な
い
が
、
経
済
活
動

を
止
め
ず
に
共
存
し
て
い
く
環
境
づ
く

り
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
小

企
業
振
興
の
政
策
は
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
の
経
営
発
達
支
援

計
画
を
、
市
と
商
工
会
が
連
名
で
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
、
中
小
企

業
振
興
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
も
協
議

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

他
の
自
治
体
で
は
、
す
で
に
中
小
企

業
振
興
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。
こ
の

条
例
の
目
的
は
「
地
方
自
治
体
の
責
務

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企

業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な

る
事
項
を
条
例
と
し
て
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、

中
小
企
業
の
活
性
化
並
び
に
地
域
経
済

の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
」
と
し

て
い
る
。
早
期
の
条
例
制
定
を
求
め
た

い
が
市
の
見
解
は
。

　

こ
の
条
例
は
制
定
す
る
べ
き
と
考
え

て
い
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
、
市
の
経
済
が
し
っ
か
り

活
性
化
す
る
条
例
に
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

市と商工会がタッグを組んで施策立案を

商
業
活
性
化
へ
今
後

の
市
の
政
策
は

経
営
発
達
支
援
計
画
と
中

小
企
業
振
興
条
例
を
制
定

答
弁

質
問

蒲生　守

11



QRコードから録画配信にアクセスできます 一般質問ここが
聞きたい

　

過
大
規
模
校
か
ら
校
区
外
通
学
に
応

募
し
た
児
童
・
生
徒
数
が
少
な
い
が
、

現
状
は
。

　

７
月
に
市
教
育
委
員
会
で
周
知
し
、

８
月
末
日
ま
で
募
集
を
行
な
っ
た
。
上

西
郷
小
３
人
、
神
興
東
小
２
人
の
応
募

だ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
重
く
受
け
止
め
、

原
因
の
検
証
等
を
行
い
、
進
め
て
い
く
。

　

改
善
に
向
け
、
対
象
の
児
童
・
生
徒

と
保
護
者
に
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
取
り
組
み
は
。

　

校
区
外
通
学
は
、
過
大
規
模
校
か
ら

他
の
学
校
へ
の
通
学
希
望
に
応
え
る
、

過
大
規
模
校
対
策
と
し
て
重
要
な
方
策

で
あ
る
。
今
後
、
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
早

急
に
行
い
、
調
査
研
究
を
し
た
上
で
拡

大
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

教
育
環
境
の
保
障
・
充
実
に
つ
い
て

　

教
員
の
働
き
方
改
革
に
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
・
推
進
で
き
る
が
、
見
解
は
。

　

業
務
改
善
等
の
効
果
が
出
て
い
る
。

今
後
も
推
進
し
、
働
き
方
改
革
に
役
立

て
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　

・
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
お
よ

び
今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

校
区
外
通
学
に
ど
こ
ま

で
本
気
で
取
り
組
む
か

調
査
研
究
を
し
て
拡
大
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
む

答
弁

質
問

福井　崇郎

中学校も含めた過大規模校対策に向けて
早期に実効性のある政策を　　　　　　

　

市
内
の
学
校
で
い
じ
め
を
受
け
た
児

童
・
生
徒
の
比
率
は
、
平
成
29
年
度
１

％
で
あ
っ
た
も
の
が
令
和
３
年
度
は
８

％
と
急
増
し
て
い
る
が
、
見
解
は
。

　

件
数
の
増
加
は
、
県
教
委
か
ら
軽
微

な
も
の
も
報
告
す
る
よ
う
指
導
を
受
け

た
結
果
だ
が
、
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
。

　

児
童
虐
待
相
談
件
数
は
、
令
和
２
年

度
１
１
９
件
、
令
和
３
年
度
２
３
９
件

と
急
増
し
て
い
る
。
要
因
は
。

　

主
な
要
因
は
心
理
的
虐
待
（
面
前
Ｄ

Ｖ
）
相
談
件
数
の
増
加
と
考
え
る
。

　

子
ど
も
を
主
体
と
し
て
と
ら
え
、
子

ど
も
に
必
要
な
対
応
が
で
き
て
い
る
か

が
大
事
な
点
で
あ
る
。
見
解
は
。

　

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
第
一
に
考

え
た
施
策
展
開
が
大
事
な
視
点
で
あ
る
。

　

国
の
「
子
ど
も
基
本
法
」
制
定
等
の

動
き
を
受
け
て
、
子
ど
も
施
策
の
前
提

と
な
る
本
市
で
の
条
例
制
定
は
。

　

今
後
の
検
討
課
題
だ
が
、
今
す
ぐ
条

例
を
つ
く
る
と
い
う
段
階
で
は
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
学
校
の
過
密
化
解
消
・
緩
和
は

・
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

「子どもの最善の利益」を

子
ど
も
が
尊
重
さ
れ

る
し
く
み
づ
く
り
は

今
後
の
検
討
課
題
だ
が
、

今
つ
く
る
段
階
で
な
い

答
弁

質
問

戸田　進一
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QRコードから録画配信にアクセスできます 一般質問ここが
聞きたい

　

９
月
の
地
域
説
明
会
・
意
見
交
換
会

を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い

く
の
か
。
よ
り
多
く
の
参
加
者
が
集
え

る
よ
う
に
、
夕
方
以
降
の
説
明
会
を
増

や
し
て
は
ど
う
か
。

　

昨
年
４
月
よ
り
新
路
線
で
運
行
を
開

始
し
て
い
る
。
意
見
交
換
会
な
ら
び
に

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
意
見
・
要
望
を
検

討
し
て
次
期
路
線
変
更
の
参
考
と
し
た

い
。
地
域
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
人

の
た
め
に
、
土
曜
日
の
午
後
に
全
体
の

説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
今
後

　

基
本
計
画
が
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
宮
司
に

小
学
校
、
四
角
に
中
学
校
が
な
ぜ
必
要

か
。
市
の
方
針
や
理
念
も
書
か
れ
て
お

ら
ず
、
必
要
な
資
料
が
足
り
な
い
た
め

分
か
り
に
く
い
。
対
象
校
区
の
児
童
・

生
徒
や
保
護
者
等
へ
の
説
明
会
は
、
一

日
も
早
く
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
保
護
者
等
へ
の
説
明
お
よ
び
周
知
は
、

新
設
校
を
含
む
市
全
体
の
財
政
見
通
し

を
作
成
し
、
市
議
会
に
説
明
し
た
後
、

１
～
３
月
の
間
に
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
よ
り
よ
い
説
明
方
法
を
検
討

し
て
行
い
た
い
。

の
ミ
ニ
バ
ス
の
取
り
組
み
は
。

　

利
用
者
の
多
い
バ
ス
停
に
屋
根
や
椅

子
な
ど
を
設
置
し
た
い
。
将
来
的
に
は
、

デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
も
視
野
に

入
れ
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
は

　

陽
性
に
な
っ
た
ら
ど
こ
に
相
談
す
れ

ば
よ
い
の
か
。
今
後
の
新
た
な
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
見
通
し
は
。

　

支
援
物
資
な
ど
の
相
談
は
福
祉
課
、

感
染
症
に
関
す
る
内
容
は
い
き
い
き
健

康
課
で
受
け
付
け
て
い
る
。
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
対
応
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
10
月

半
ば
以
降
の
実
施
予
定
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て

　

自
宅
療
養
者
へ
の
食
料
品
や
日
用
品

の
配
送
支
援
が
あ
る
。
症
状
や
季
節
に

合
わ
せ
、内
容
の
変
更
が
で
き
な
い
か
。　
　

ま
た
、
肺
炎
の
早
期
発
見
に
有
効
な
パ

ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を
、
市
の
支
援

と
し
て
配
布
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

食
料
品
等
の
見
直
し
も
考
え
、
委
託

事
業
者
と
相
談
し
な
が
ら
で
き
る
範
囲

の
改
善
を
し
て
い
く
。
現
時
点
で
は
、

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
購
入
予
定

は
な
い
が
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人

に
は
、
備
蓄
品
の
一
つ
と
し
て
日
頃
よ

り
準
備
し
て
頂
く
事
も
、
一
つ
の
手
立

て
に
な
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

屋根や椅子が設置されている
カメリアステージバス停　　

体調激変の早期把握に有効な　
パルスオキシメーターの配布を

ミ
ニ
バ
ス
の
利
便
性

向
上
へ
の
対
策
は

新
設
校
基
本
計
画
の

住
民
説
明
会
実
施
は

意
見
交
換
会
等
で
の
市
民

の
要
望
を
参
考
に
す
る

宮
司
郷
づ
く
り
推
進
協
議

会
の
役
員
に
説
明
を
実
施

答
弁

答
弁

質
問

質
問

中村　晶代

田中　純子
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福津市議会議員選挙の投票率
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福津市議会議員選挙とその後の流れを紹介
市議会議員選挙 12月18日告示・25日投票

投票って何歳からできるの？
何歳から選挙に立候補できる？

満18歳以上の日本国民で、投票日までに
３か月以上福津市に住んでいる人です。
投票日までに上記の条件で満25歳以上を迎える人は立
候補できます。

議長や副議長は
どうやって決まるの？
委員長の決め方とは
違うの？

議長と副議長は、議員による投票で
決まります。
委員長、副委員長は、各委員会にお
いて互選で決定します。

福津市議会議員選挙はどうして
年末、年始に行われているの？

福津市は2005年１月24日に福間町と津屋
崎町とが合併しました。議員の任期も合併

した日からとなっており、任期の１か月前からしか選
挙ができないからです。

12月19日～24日までの
期間は期日前投票ができ
ます。投票日までに投票
を行いましょう。

当選から３月定例会まで

12月26日

令和５年
１月24日～

３月定例会
２月20日～

臨時議会
２月上旬ごろ

●一般質問、総括質疑
●令和5年度予算の審議

●議長、副議長の決定
●常任委員会・特別委員会の委員
を決定後、委員長・副委員長を
決定
●監査委員、一部事務組合議会議
員なども決定

●当選した議員の任期が開始
　（令和９年１月23日まで）

●当選証書授与
●現在の議員任期は令和５年１月23日まで

現
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
編
集
作

業
に
取
り
組
ん
で
２
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
委

員
長
を
中
心
に
特
集
の
あ
り
方
や

表
記
等
に
工
夫
を
し
て
き
ま
し
た
。

特
集
を
通
し
て
福
津
市
議
会
の
様

子
が
少
な
か
ら
ず
伝
わ
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
ご
助
言
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
見
や
す
く
読
み
や

す
い
紙
面
作
り
に
も
力
を
注
い
で

き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
改
善
点
も

あ
り
ま
す
の
で
、
読
者
の
皆
様
の

声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
編
集
作
業

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
読
者
の
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
し
て
筆
を
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
下
山
　
昭
博
）

編
集
後
記

発
行
責
任
者

委

員

長

副
委
員
長

委

員

江
上
　
隆
行

福
井
　
崇
郎

中
村
　
晶
代

秦
　
　
　
浩

八
尋
　
浩
二

尾
島
　
武
弘

下
山
　
昭
博

議会広報調査特別委員会

　
今
回
は
、
宮
地
嶽
神
社
に
参
拝
す
る
家
族
の
暖
か
さ
や

秋
の
風
景
が
描
か
れ
て
お
り
、
心
の
あ
り
よ
う
が
表
現
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
構
図
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、作
者
の
作
画
に
向
け
た
思
い
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〈
小
田
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
〉

　
宮
地
嶽
神
社
に
は
い
つ
と
は
な
く
、
気
が
向
い
た
と
き

に
参
拝
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
数
年
前
の
11
月
に
訪

れ
た
時
、
境
内
に
菊
の
花
が
奉
納
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も

美
し
か
っ
た
の
で
写
真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
時
の
秋
ら
し
い
風
景
や
参
拝
さ
れ
て
い
る
方
々
の
和

や
か
な
表
情
、
家
族
の
温
も
り
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

表
紙
絵
と
し
て
描
き
ま
し
た
。

　
宮
地
嶽
神
社
に
感
謝
の
気
持
ち
と
、
世
の
中
が
平
和
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
…
。

日程等は変更になる場合があります。
また、新型コロナ感染症対策のため、
傍聴人数を制限させていただく場合が
あります。

最新情報はこちらへ。

11月22日（火）開会
12月 ８日（木）閉会予定

議会を傍聴してみませんか

本会議の様子をインターネットで生中継・録画
配信しています。録画中継は議会閉会後、概ね
10日以内に配信します。
※スマートフォン・タブレットで
も視聴ができます。

令和５年 ２月20日（月）開会
３月定例会

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ 答え

①
２
月
22
日

②
５
人

③
市
議
会

④
宮
司
地
区
郷
づ
く
り

　
推
進
協
議
会

①
23
億
６
２
３
０
万
円

②
10
人

③
ふ
く
と
ぴ
あ

④
51
・
６
％

傍聴希望日の５日前まで（土・日・祝日除く）
のお申し込みが必要です。託児料は300円です。
詳しくは、議会事務局（43-8144）にお尋ねく
ださい。

作者　小田　千代美
住所　若木台在住
職業　主婦

ち　よ　みお　 だ

12月定例会の受付締切は、11月11日（金）正午です。陳情・請願の受付締切

議会の動画を配信しています次回定例会のお知らせ

今後の定例会の予定 託児サービスがあります

議
員
選
挙
と
そ
の
後
の
流
れ
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現
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
編
集
作

業
に
取
り
組
ん
で
２
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
委

員
長
を
中
心
に
特
集
の
あ
り
方
や

表
記
等
に
工
夫
を
し
て
き
ま
し
た
。

特
集
を
通
し
て
福
津
市
議
会
の
様

子
が
少
な
か
ら
ず
伝
わ
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
ご
助
言
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
見
や
す
く
読
み
や

す
い
紙
面
作
り
に
も
力
を
注
い
で

き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
改
善
点
も

あ
り
ま
す
の
で
、
読
者
の
皆
様
の

声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
編
集
作
業

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
読
者
の
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
し
て
筆
を
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
下
山
　
昭
博
）

編
集
後
記

発
行
責
任
者

委

員

長

副
委
員
長

委

員

江
上
　
隆
行

福
井
　
崇
郎

中
村
　
晶
代

秦
　
　
　
浩

八
尋
　
浩
二

尾
島
　
武
弘

下
山
　
昭
博

議会広報調査特別委員会

　
今
回
は
、
宮
地
嶽
神
社
に
参
拝
す
る
家
族
の
暖
か
さ
や

秋
の
風
景
が
描
か
れ
て
お
り
、
心
の
あ
り
よ
う
が
表
現
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
構
図
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、作
者
の
作
画
に
向
け
た
思
い
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〈
小
田
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
〉

　
宮
地
嶽
神
社
に
は
い
つ
と
は
な
く
、
気
が
向
い
た
と
き

に
参
拝
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
数
年
前
の
11
月
に
訪

れ
た
時
、
境
内
に
菊
の
花
が
奉
納
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も

美
し
か
っ
た
の
で
写
真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
時
の
秋
ら
し
い
風
景
や
参
拝
さ
れ
て
い
る
方
々
の
和

や
か
な
表
情
、
家
族
の
温
も
り
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

表
紙
絵
と
し
て
描
き
ま
し
た
。

　
宮
地
嶽
神
社
に
感
謝
の
気
持
ち
と
、
世
の
中
が
平
和
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
…
。

日程等は変更になる場合があります。
また、新型コロナ感染症対策のため、
傍聴人数を制限させていただく場合が
あります。

最新情報はこちらへ。

11月22日（火）開会
12月 ８日（木）閉会予定

議会を傍聴してみませんか

本会議の様子をインターネットで生中継・録画
配信しています。録画中継は議会閉会後、概ね
10日以内に配信します。
※スマートフォン・タブレットで
も視聴ができます。

令和５年 ２月20日（月）開会
３月定例会

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ 答え

①
２
月
22
日

②
５
人

③
市
議
会

④
宮
司
地
区
郷
づ
く
り

　
推
進
協
議
会

①
23
億
６
２
３
０
万
円

②
10
人

③
ふ
く
と
ぴ
あ

④
51
・
６
％

傍聴希望日の５日前まで（土・日・祝日除く）
のお申し込みが必要です。託児料は300円です。
詳しくは、議会事務局（43-8144）にお尋ねく
ださい。

作者　小田　千代美
住所　若木台在住
職業　主婦

ち　よ　みお　 だ

12月定例会の受付締切は、11月11日（金）正午です。陳情・請願の受付締切

議会の動画を配信しています次回定例会のお知らせ

今後の定例会の予定 託児サービスがあります
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令和３年度決算をチェック
●特集 令和３年度決算 P2 ／ ●補正予算 P4 ／ ●常任委員会審査報告・意見書 P6
●所管事務調査 P7 ／ ●一般質問 P9 ／ ●福津市議会議員選挙とその後の流れ P14

９月定例会号  CONTENTS

すごろく〜傍聴へ行こう〜

スタートへ戻る

スタート

ゴール

間違えて別館に
行ってしまった

３マス戻る

手指消毒
するのを忘れた

２マス進む

議場のある
三階まで
階段で行った

市役所本館玄関

３マス進む

Ａ

やってみると簡単
だね。次は実際に
傍聴してみよう！
中学生以上なら
傍聴できるよ。

ストップ!!必ず止まる

Ａに戻る

１マス進む

１マス進む

ルールを守って傍聴を！

帽子を
お取りください

携帯の
音を鳴らさない

飲食は
できません

発言は
控えてお静かに

傍聴席入口前の傍聴受付
で受付票に氏名、住所な
ど記入し、傍聴受付箱へ

議場の説明は
議会だより68号
を見てね。

議会事務局で
傍聴席入口を尋ねた

注意事項を確認
して入室する

傍聴席入口
（車いすの方は
別の入り口へ）

注意事項を守れず、注意された

エレベーターもあるよ

議会の傍聴の仕方を一緒に学ぼう！
サイコロを振って、三階の傍聴席をめざしてね。

福津市議会
だよりぎ か い


